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会 議 要 旨 録  

 会 議 名 令和元年度第３回三郷市子ども・子育て会議 

 開 催 日 時   令和元年１１月１９日（火） １３時３０分開会 

 開 催 場 所   三郷市役所 本庁舎６階 全員協議会室 
 
 
 

出 席 者 氏 名 
  

 
篠宮副会長、高橋委員、伊藤委員、瀬上委員、中川委員、大森委員、 

和井田委員、荒井委員、佐々木委員、小林委員、神谷委員、横内委員 

（欠席：岡田会長、杉浦委員、美田委員） 

傍 聴 者 ０名 

事務局職員 

妹尾子ども未来部長、田口副部長・すこやか課長、 

園田副部長・健康推進課長、梅澤副部長・生涯学習課長、 

國枝参事・人権男女共同参画課長、大村子ども支援課長、 

三浦青少年課長、秋本スポーツ推進課長、篠田すこやか課補佐、 

島村子ども支援課補佐、渡辺子育て支援ステーション所長、 

豊田人権・男女共同参画課主幹、岩間障がい福祉課長補佐、 

岡田健康推進課地域保健係長、中村すこやか課すこやか係長、 

野本教育総務課児童クラブ係長、石綿障がい福祉課給付係長、 

後藤市民活動支援課市民交流係長、黒木すこやか課主査、 

松島日本一の読書のまち推進課主査、西村指導課主任指導主事、 

関根子ども政策室長、新井主幹、渡邉主任 
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発 言 者 
 

議 題 ・ 発 言 ・ 結 果  

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

１ 開 会  

本日、会長が所用のため欠席。三郷市子ども子育て会議条例第５条

第３項の規定により篠宮副会長が会長の職務を代理。 

 

２ 挨 拶 （副会長、部長挨拶） 

 

会議の成立について、本日の出席委員数は１５人中１２人で、子ど

も子育て会議条例第６条第２項の規定に基づき本日の会議が成立す

ることを報告。 

傍聴希望者０名であることを報告。 

資料確認。 

会議次第  
１．開 会 
２．挨 拶 
３．議 事 

       （２）「第２次みさとこどもにこにこプラン」策定について 

・「第２次みさとこどもにこにこプラン」（案）について 

         ・今後のスケジュールについて 

      ４．報告事項 

         ・「子どもの居場所」について 

      ５．閉 会 

 会議資料 

資料１・別紙１～５ 

令和元年度三郷市児童育成行動計画全施策・事業実施一覧表 

（中間報告）  

資料２-１ 第２次みさとこどもにこにこプラン（案）（１～４章） 

資料２-２ 第５章 子ども・子育て支援事業の展開 

      資料３  第２次みさとこどもにこにこプラン概要版（案） 

      資料４  今後のスケジュール 

      資料５  子どもの居場所マップ 

      資料６  「子どもの居場所」づくりセミナー 案内 

      資料７  「子どもの居場所」メール会員への登録 案内 

  当日配付資料   三郷市子ども・子育て会議名簿 
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事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

３ 議 事 

（１）「第２次三郷市児童育成行動計画（前期）」の中間報告について 

 

本日は、副会長に会長の職務代理をお願いしておりますので、副会

長に議事進行をお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

 

資料１ 令和元年度児童育成行動計画の中間報告から主な事業に

ついて抜粋して説明 

（プランＮｏ.６、８、９、１１、２３、２５、３２、５０、５７、

６５、６６、７１、７４、８１、８８、１１０、１１１、１１２、１

１３） 

Ｎｏ.１１の記載にない点、三郷市庁内の交通防犯課・道路河川課

からの報告で、本年５月８日の大津市の保育園児の散歩中の交通死亡

事故を受け、教育委員会・道路河川課・すこやか課が連携して交通安

全の観点から小中学校生徒の通学路、保育園児の散歩コースの一斉点

検を実施した結果、現在危険な所としてピックアップされたところの

安全整備に着手しており、歩道にガードポール６１６本の設置を進め

ている。 

 

プランＮｏ.１１、併せてプランＮｏ.１９にも係るのですが、子ど

もたちの安全のためにガードポールを設置されているということだ

ったのですけれども、併せて歩道の整備とかメンテナンスとか、あと、

カーブミラーの設置とかも考えていただけているのでしょうか。子ど

も達が自転車で通る道とか、ベビーカーで通る道とかも、アスファル

トの継ぎ足し継ぎ足しの中で、段差のとても多いところ、街路樹の根

っこが地下を通して歩道に乗り上げているところが多く見受けられ

るのと、立て込んだ団地内で見通しが本当に悪い所が多いので、その

辺りのカーブミラーの設置など、考えていただけているのかなと思い

ました。 

 

本日、交通防犯課と道路河川課が出席しておりませんので、事務局

のほうで報告を受けている範囲の答えになりますが、先ほど１１番の

ところでご報告をさせていただきましたガードポールの設置等につ

きましては、あくまでも大津市の事故を受けての緊急点検の結果の対

応ということだったのですが、それと並行して通常の安全を図るため

の歩道の整備等は通常通り継続して行っているところでございます。

今回、その報告についてはかいつまんでの報告になりましたので、１

９番のところなどを改めてご報告しておりませんが、この上半期で

は、市道３３９１号の歩道整備 工事について発注準備予定というこ

とで報告を受けているところでございます 

 

カーブミラーというのは、市役所ではなくて警察になるのでしょう
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事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か、管轄としては。 

 

カーブミラーについては市役所の担当になりますので、ご要望があ

れば、交通防犯課担当になります。交通防犯課に直接いっていただい

て、現場立会い等していただいて、必要がある箇所には設置というか

たちになっております。 

 

これは、市道と県道によっても違ったりしてくるわけですか。 

 

そうですね。基本的には市道から出るときに見通しが悪いというと

ころであれば市役所で対応させていただいて、それぞれ国道、県道か

らの出が悪いといときにはそれぞれの道路管理者の担当ということ

になってしまいますけれども、基本的にはどこでも、市役所の、とり

あえず交通防犯課にいっていただければ、市役所のほうで各担当を呼

んで立会いをします。国とか県に直接市民の方がいうということはし

なくても、市役所にいっていただければ対応させていただきます。 

 

その他いかがですか。 

（特になし） 

 

（２）「第２次みさとこどもにこにこプラン」策定について 

・「第２次みさとこどもにこにこプラン」（案）について 

 

資料２-１、「第２次みさとこどもにこにこプラン（案）」第１章か

ら第４章、資料２-２第５章について説明。 

当日机上配付資料「子ども・子育て会議名簿」について説明。 

資料３概要版について説明。 

 

今、説明いただきましたこの資料２（本編）と資料３（概要版）の

使い分けを、もう少し具体的に教えていただけますか。 

 

本編は、ボリュームもかなりのものになりますので、できるだけ子

育て世代の方に、市がどのような方向性を持っているのか、どのよう

に考えているのかなど、広く知っていただきたいということがござい

ますので、これ一冊を丸ごと読んでくださいというのもなかなか難し

い話かなと思いますので、概要版というかたちで、このＡ３、２つ折

りで２ページになるものを作成することで、こちらの数を多めに作り

まして皆様に気軽に取っていただけるように配布をさせていただき

たいと思っております。 

冊子につきましては、関係者の方には送らせていただきますけれど

も、手元に置いてそれぞれの施策等を確認いただくためにお使いいた

だければと思っております。 

もちろん、概要版にしましても、本編につきましても、市のホーム
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

ページ等でも公表させていただく予定で、どなたにとってもいつでも

ご覧いただけるものにはさせていただく予定でございます。 

 

やっぱりその通り、私も概要版のほうがシンプルで要点が押さえら

れていますし、わかりやすいと思いますね。さらにもっとお聞きした

いなというときは、いろんな冊子なんかで説明とかができるので、そ

ういう使い分けもすでに考えられているのだなと思って安心しまし

た。 

この資料について私が感じたことをちょっとお話しさせていただ

ければと思うのですが、概要版のほうを使って感想を述べたいなと思

っています。 

概要版の中に、基本理念ですか、第１回目のプラン同様に地域で支

えるという基本理念が継承されておりまして、やはりこれは今後とて

も、着眼して、大事にしていかなければいけない点なのかなと思って

います。是非これは継承、発展していただければ、とても市民も幸せ

になるのかなと思っています。 

この基本理念の前書きのところに、文末のほうですが、基本理念と

して「『ふるさと三郷 みんながほほえむまちづくり』を進めていき

ます」という文言が、とても私は市の行政当局のぬくもりを感じて大

変嬉しくなった限りなのです。基本目標のそれぞれの中に、今日的な

課題や、今日的な実態を元にしながら踏まえて、具体策が講じられて、

良いプランが出来上がりつつあるなと思っております。市当局が本当

に一生懸命やっているのだなというふうな感じがいたしました。 

どの項目・内容においても、各部署で具体的に均等に行っていくの

は当たり前なのでしょうけれども、中でも重点的な取組というものの

クローズアップを、それぞれの目標の中でしてあります。例えば虐待

防止対策の強化、これは本当に社会問題ですね。子どもの居場所づく

りも今後の展望に立てば、この辺を一層推進していかなければいけな

いのかなとか、特に基本目標４で嬉しいなと思ったのは、親子の孤立

防止というような、相談体制の充実とか、基本目標５は、私はこれが

本当のぬくもりで、やはりこういう視点、他も同様にやるのは当たり

前なのですけれど、重点の取り組みをしっかりと、すべて、是非、ほ

ほえむまちづくりの実現を、市当局の取り組みに期待したいなと思

い、一生懸命作られたいいものが出来つつあるなという感想です。あ

りがとうございます。 

 

他にいかがでしょうか。 

 

資料３の各ページに、四角で囲っているところ、ＱＲコードが入っ

てくるのかなという勝手な想像なのですけれど、ＱＲコードの使いみ

ちは何なのかなと思いました。 

 

各ページに載せてございますＱＲコードですが、これが音声コード
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副会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

になりまして、ここに読み取りの機械を当てることで音声が流れると

いうことを予定しております。 

 

ありがとうございます。私も知りませんでした。 

その他いかがですか。 

 

先ほど、７７ページの、読書による教育環境の充実・推進について

ご説明いただいて、各図書館の取組とか中間報告の中でも学校に司書

が全２７校配置されたという話があって、この図書館の充実というこ

とに取り組まれているのですけれども、各文化センターに、今、図書

室というのがあるのですけれども、こういった事業の中で、どういっ

た位置づけをされているのかについてお伺いできればと思います。 

 

日本一の読書のまち推進課でございます。 

ただ今ご質問いただきました、各文化センターでの図書室につきま

しては、基本的には管理自体は指定管理者でやっていただいているの

ですが、もちろん同じシステムを使い、各図書館全てで配送というシ

ステムを使い、どこの図書室でも本を返却したり、貸出しというのは

対応をしております。また、司書は、そこには常駐はしていないので

すが、各図書館、市立早稲田北部の図書館の司書が、支援というかた

ちで各図書室にも出向いて、一般の図書館と変わらないような指導を

したり、支援をさせていただいているというところにはなっておりま

す。  

 

図書室で何かここに書かれている事業を行うとか、地域性に合わせ

てとか、そういったご計画はないということですか。 

 

各文化センターにおいても出張イベントというかたちで司書の方

が出張し、図書室がある文化センターで事業を実施しているという実

績はございます。 

 

他にはございませんか。 

（特になし） 

「第２次みさとこどもにこにこプラン（案）」については、会議の

意見等を反映していただき、作成してまいりました。プランの仕上げ

を事務局にて進めていただきたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 ・今後のスケジュールについて 

 

資料４「今後のスケジュール」の説明。 

本日、第３回子ども・子育て会議でいただきましたご意見を踏まえ

まして、今後、１２月１１日水曜日から１月１５日水曜日までの間、
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副会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

パブリック・コメントを実施いたしまして、市民の方から広くご意見

をいただく予定としております。このパブリック・コメントでいただ

きましたご意見を踏まえまして、その最終的なプランを確定していく

予定でございます。 

このスケジュールにつきまして、当初１２月１７日、第４回の子ど

も子育て会議の開催を予定しておりましたが、これについては、当初

プランの策定がなかなか進まないこともあろうかと思いまして、多め

に会議開催の日程を予定していたところでございます。お蔭様でプラ

ン策定も順調に進行しているところでございますので、第４回の１２

月１７日に予定していた会議につきましては開催をしないこととさ

せていただきまして、次回につきましては、このスケジュールにあり

ます通り、２月１８日火曜日を第４回として開催をさせていただきま

す。その際に、今回、プランの策定について諮問をさせていただいて

いるところでございますので、子ども・子育て会議としての答申をい

ただきまして、その内容を踏まえ最終案を策定、２月末までには内部

で決裁をあげまして、３月には印刷ということを予定しているという

スケジュールでございます。 

 

この件について、ご意見、ご質問等はございますか。 

 

パブリック・コメントの重要性、意義というのは十分にわかるので

すが、一般、手紙、いろんな文書でパブリック・コメントなんかがく

るときがありますよね。一般的にコメントをしてくる人はどのくらい

の関心があるのか。大体、人数的にどのくらい来ていますか。今回は

まだわかりませんけれど、市でとっているパブリック・コメントがい

ろいろありますよね。わかりますか。 

 

ものによるというか、全くご意見が特段ないものもございますし、

やはり、市の将来を左右するような計画につきましては、かなり以前

に総合計画の後期計画を策定した際にもご意見を頂戴しております。 

人数というところでは、お一人の方がたくさんご意見をいただく場

合もありますし、パブリック・コメントにつきましては市内の公共施

設１５施設にこの冊子を置かせていただきまして、そこに意見を書い

ていただく紙を用意する。併せて、ホームページにも出させていただ

き、そこから直接ホームページにご意見を書き込んでいただいて市に

いただくというかたちがございます。 

皆さん、近くの所で目にする機会を作りまして、「広くご意見をい

ただければ」というものなのですが、興味関心によるというところが

あります。平均的な数というのがちょっと。 

 

では、いいです。 

今回の興味関心の度合いは多いと思いますか。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の第１次プランにつきましても、パブリック・コメントは募集

をさせていただいています。そこでもいくつかご意見を頂戴しており

ますので、今回、特に新しく三郷にいらした子育て世代の方というの

も多くいらっしゃいますので、これから市はどういうふうにしていく

つもりなのかなというところでは、非常に関心を高く持っていただい

ているところではないかと思います。 

広くご意見をいただければと思いますので、もし、皆様、委員さん

のほうからお近くの方でご意見をおっしゃっていただけるような方

がありましたら、こういった募集をしますよということをお伝えいた

だければ幸いでございます。 

 

他にはいかがですか。 

 

パブリック・コメントで意見が出た場合、それは市のほうとしては

どういうふうに、今、ほとんど中身がもう決まっている状態で意見を

いただいて、その調整がまだ出来るのかというのが、せっかく言って

も意見が反映されないとか、今回は聞くだけで終わってしまうという

ことになってしまわないかなという思いがあるのですけれども、前回

行われたときに、きちんとそれが反映されていたのかどうかという結

果を教えていただきたいなと思います。 

 

まず今回、パブリック・コメントをいただいた後の手順につきまし

ては、いただいた意見を集約させていただきまして、お一人お一人の

方に返信を返すというかたちではないのですけれど、いただいた意見

についての市としての方向性を公表いたします。このプランを確定す

る前に、「こういった市の方向性でございます」というのは、まずは

ホームページ等を使って皆様にお知らせをするようになります。それ

によって、パブリック・コメントを提出されなかった方についても、

こういった意見が出されて、それに対して市がこういうふうに考えて

いるのかということは公表させていただきますので、そこでお知らせ

することができようかと思っております。 

１つの事柄についても、相反するご意見とか、両方の側面のご意見

なども出てくる可能性はありますので、その際どうするかということ

もあるかと思いますが、いただいた中で、これは確かに欠けている視

点だったとか、こちらのほうで記述をしていなかったとか、そういう

ことがあった場合には、その時点で追加をしてというのが、期間の中

で可能なようにスケジュールを用意してございます。 

１月１５日までですので、これを踏まえてこういった意見が出てき

た、それをどうするかについても、最終的に２月１８日の子ども・子

育て会議の際にも、パブリック・コメントでどのようなご意見をいた

だいたということを報告できると思っておりますので、それを踏まえ

て、また、この答申でいただきました内容も、この後まだ修正をする

期間をとった上でこの日程としておりますので、パブリック・コメン
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ト、第４回の子ども・子育て会議でいただくご意見、これを反映する

べきとなった場合には、修正が可能なように日程をとっております。 

 

その他、いかがでしょうか。 

（特になし） 

それでは、先ほども１２月の会議は中止ということで連絡いただき

ました。次回の会議は令和２年２月１８日ということで、よろしくお

願いいたします。 

本日の議事につきましては以上でございます。皆様のご協力により

議事を執り行い、終了することができました。ありがとうございまし

た。 

それでは進行は司会者の方にお返しいたします。よろしくお願いい

たします。 

 

副会長、議事進行いただきましてありがとうございました。 

では、続きまして、次第の４「報告事項」でございます。 

 

 

４ 報告事項 

 

資料５「子どもの居場所マップ」について説明。 

子ども政策室ですが、今年度、市内６箇所、全部で６団体が、今、

子どもの居場所活動をしています。子ども食堂もあれば、親子料理教

室のような形態をとっているところもありますし、親子サロンという

かたちで活動されているところもあります。まず皆さんに知っていた

だくことが第一歩と思っておりますので、もし必要かもしれないとい

う方がいらっしゃれば、是非、委員の皆様からも情報提供をお願いし

たいと思っております。 

それから、食材の寄付ですとか、例えば企業さんの事務所のスペー

スが余っているから使わないかとか、そういった情報があれば、右上

の子ども政策室の電話番号までご連絡いただければと思います。ホー

ムページにも掲載しております。 

 

資料６「『子どもの居場所』づくりセミナー」について説明。 

 

今月の３０日に、初めて子どもの居場所づくりの推進を目的にセミ

ナーを開催いたします。本年度、今のところ予定しているのは１回な

のですけれども、「食の安全基礎講習会」ということで、９０分間、

しっかりと食の安全について講習を受けていただく会になっており

ます。これは子ども食堂に限らずどなたでも参加できますので、ご連

絡いただければと思っています。締切りが明日になっているのです

が、多少過ぎても大丈夫ですので、ご参加されたい方をご存知でした

らお知らせをお願いいたします。 
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資料７「『子どもの居場所』メール会員への登録」について説明。 

 

これは今月から始めた取組になるのですけれども、なかなか子ども

の居場所について情報が入ってきづらいという状況もございますの

で、市のほうから、例えば子どもの居場所に関するセミナーですとか

講演会、市内外の講演会についてご案内する予定です。 

それから、助成金の情報も、民間の助成金もあれば県の助成金とか、

さまざまなものがございますので、把握している内容について情報発

信をしていきたいと思います。 

右上のＱＲコードを、ご興味のある方にはこちらもご紹介いただけ

ればと思います。 

 

子どもの居場所について、ご報告をさせていただきました。 

今、報告をさせていただきました３点について、何かございますで

しょうか。 

今回、プランの中でも、子どもの居場所づくりについては、非常に、

子ども本人からも保護者からも求められているというところで、重点

施策のほうにも挙げさせていただいているところでございます。プラ

ン策定を待たずして、本年度からできることというところで、今いろ

いろやっている中のご報告をさせていただいたところでございます。 

 

食の安全の講習会ですか。今後、いずれ子どもの居場所が推進され

ていく中で、大変重要な、危惧しなくてはいけない衛生上の問題だと

思っているのですが、ここに３６名先着順と書いてありますね。これ

は施設の関係だとは思うのですけれど、例えば３８とか４０になって

も、大切なものだから、柔軟な対応で受講者を受け入れてほしいなと

いう願いです。 

 

ありがとうございます。 

若干でしたら、人数のほうの調整はできるだけ行うようには思って

おります。今回、実習等も入る関係で少なめの設定、あと、部屋のキ

ャパもございまして、このような人数設定をさせていただいておりま

すが、もしご参加をご希望の方がいらっしゃれば、ご相談の中で対応

をさせていただければと思います。 

 

今現在、子どもの居場所マップを拝見したところで、一番人数が増

えている三郷中央地区は、やっぱりカバーができていないのかなとい

う印象なのですが、今後、市民からの情報提供ということではわかっ

たのですけれども、三郷市さんとしての体制は、積極的に何か中央地

区に対しての対策というのはあるのでしょうか。 

 

子どもの居場所については定義についてもはっきりしていない部
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分がございます。公共施設等もいろいろと市の中にもございますし、

中央地区につきましては、におどりプラザが昨今オープンしたという

ところもございまして、そこのところの活用ということもいろいろ含

めまして、今後、関係各課ともそういうところを考えながら、とりあ

えず民間で、子どもの居場所ということで率先して始められているか

たちのところをご紹介していくというかたちを、今、とりあえずとっ

ているというところです。 

今後、行政としてどのように関わっていくのかは、既存の児童館も

ありますし、その他にも子どもの居場所になり得るところがあったり

すると思いますので、そういうところをどのように活用できるかを今

後検討していくことを考えております。  

 

続きまして、連絡事項がもう１件ございます。 

 

机の上に置かせていただいた資料は、資料番号もなかったのですけ

れども、会議の意見調査票を、お気づきの点がありましたらＦＡＸで

結構ですのでくださいということです。 

今までは２週間ぐらい時間をとらせていただいていたのですが、パ

ブリック・コメントへの反映等を考えますと、期間が短いですが、２

４日火曜日が限度かというところで設定をさせていただきました。 

ご意見等あればご連絡いただければと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

５ 閉 会 

 

それでは、以上をもちまして、令和元年度第３回三郷市子ども・子

育て会議を閉会いたします。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

 


